
安倍内閣総理大臣指示の概要
（第34回総合科学技術・イノベーション会議（H29.12.25））

○我が国が世界に先駆けてイノベーションを実現するためには、グローバルな視座に立ち、基礎研究
から社会実装まで一気通貫の戦略が必要。

○ 2020年に向け生産性革命を実現するためにも、もはや抽象論ではなく具体的な政策を速やか
に実行していかなければならない。

○ このための統合的かつ具体的なイノベーション戦略を、菅官房長官、松山科学技術政策担当
大臣を中心に、関係閣僚と連携して、来年夏を目途に策定すること。

○なかでも、イノベーションの創出拠点として大きな役割が期待される大学について、改革を強力に
進めることが必要。

○松山大臣、林文部科学大臣はよく連携し、戦略策定を待つことなく、来年度から、民間資金獲
得の実績を有する大学や、若手重視の人事給与・ガバナンス改革を行う大学を、重点的に支
援するなど、改革に向けてメリハリのある対応を実施すること。
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○ IoT、ロボット、人工知能。今、世界中で「Society 5.0」に向かって、新たなイノベーションが次々
と生まれています。この「生産性革命」への流れを先取りすることなくして、日本経済の未来はあり
ません。2020年を大きな目標に、あらゆる政策手段を総動員してまいります。

○ イノベーションの拠点となる大学の改革を進めます。経営と研究の分離によるガバナンス改革を
支援します。民間資金を積極的に取り組む大学に支援を重点化し、政策資源を若手研究者に
大きくシフトします。統合的かつ具体的なイノベーション戦略を夏までに策定し、速やかに実行に
移してまいります。
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